
 
だんだんと日差しが強く、気温や湿度も高くなる季節がやってきました。 

暑い日が続くので、熱中症や夏ばてが心配です。子どもは、体温調節機能や水分の代謝機能が未

熟なため、脱水になりやすいといわれています。熱中症や夏ばて予防のためにも、水分や食事をし

っかりととり、暑い夏を元気にすごしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

NO.4 

令和７年 7 月 18 日 

北斗市立久根別小学校 

栄養教諭 石崎 里奈 

学校の給食を紹介します 

7 月４日（金）の給食 

＜献立＞ 

・牛乳 

・みそラーメン 

・白花豆コロッケ 

・メロン 

７月１１日（金）の給食 

＜献立＞ 

・牛乳 

・夏野菜カレー 

・ミニトマト 

・ホワイトゼリーミックス 

今月の給食は夏が旬の野菜や果物がたく
さんでました。暑さに負けないよう食事か
らも水分補給することができました。 



 

北斗市は、北海道の水田発祥の地です。今回の食育授業では、JA 米穀課の職員をお招きして、 

北斗市のお米について学び、給食における「地産地消」の取り組みも知ることができました。 

授業の終盤には、精米機を使って茶色い玄米から白米に変わる様子を見せてもらい、白いお米に

見慣れている子どもたちは、お米の色が変わったこと、ぬかがでてきたことなどに「おー！」と声

を上げ、驚いていました。収穫から食べるまでに多くの工程があることを理解しただけでなく、約

半年かけて米作りをする農家さんの仕事を知り「これから感謝して食べたい」という気持ちを高め

ていました。 

今後、５年生は社会科や家庭科においてお米に関わる学習が 

あります。他教科の学習の場面でも、今回の学びをぜひ生かし 

てほしいと思います。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

給食のお米は、北斗市産の「ふっくりんこ」です。 


